
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

日時 
平成２８年１１月７日（月） 

１３：３０～１５：３０ 
場所 

都立中央・城北職業能力開発センター 

東京都文京区後楽 1-9-5 

講師 

キリン社会保険労務士事務所 所長 特定社会保険労務士 入来院 重宏 氏 

1961 年、東京生まれ、武蔵大学経済学部卒業。損保会社勤務を経て、2002 年キリン社会保険労務士事務所を開業。中小企業や

農家（法人・個人）、農畜産団体等に対して、労働・社会保険の事務手続きから日常の労務管理のアドバイス等を行っている。    

全国農業協同組合中央会、(一社)全国農業会議所、 (公社)日本農業法人協会、(公社)全国農業共済協会、全国森林組合連合会、    

全国酪農業協同組合連合会、農林中央金庫 等農林畜産関連団体の顧問先は多く、研修講師や書籍・新聞・コラム等の執筆も多数。

また、全国農業経営支援社会保険労務士ネットワーク会長、日本農業労災学会副会長、農林水産省の各種委員会（農の雇用事業  

推進委員会、援農隊マッチング支援事業検討委員会、技能実習生受け入れ実態調査検討委員会、労働力確保最適活用システム   

協議会）委員、農業経営アドバイザー審査会委員・講師（日本政策金融公庫）等公職も多い。 

定員 １００名 定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

費用 

参加費：無料 （幹事社労士限定） レジュメ・資料は、参加者のみダウンロードいただけます。 

開催日約１週間前にダウンロード用のＩＤ・パスワードをご案内いたしますので、ダウンロードの上当日ご持参ください。 

レジュメ・資料 コピー代 ⇒ １，０００円（税込） 
コピー希望の場合（貴事務所のインターネット環境によりダウンロードができない場合含む）は、上記金額にて承ります。 

事前に下記申込書にてお申込みください。費用は、当日会場にてレジュメ・資料をお渡しする際にお支払いください。 

ＤＶＤ（№293）購入費：３，２４０円（税込、送料込） ※ 振込手数料はご負担ください。 
ＤＶＤの発刊は平成 28 年 12 月中旬を予定しております。なお、レジュメ・資料はＤＶＤと合わせＣＤで添付いたしますが、    

別途コピーをご希望の場合は、1,000 円（税込）にて承りますので、下記申込書にてお申込みください。 

幹事社労士高度化事業にお申し込みの先生はＤＶＤを無料送付いたしますので、お申し込みは不要です。 
 

申込方法 ⇒ 参加、ＤＶＤ購入共に、下記申込書にご記入の上ＦＡＸしてください。 
【参加の場合】 11 月 4 日（金）までにＦＡＸにて、お申込みください。 

【ＤＶＤ購入の場合】 ＦＡＸにてお申し込みください。また費用につきましては、後に送信する振込要領に基づきお振込みください。 

■定期研修会 参加・ＤＶＤ購入申込書（11 月 7 日(月)開催分）FAX：03 -5806 -0297 

お申込 出席 ・ ＤＶＤ(№293)  いずれかに○を付してください 

氏 名           （幹事番号    ） 事務所名  

所在地  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

レジュメ・資料コピー 希望する ・ 希望しない 

※出席のお申込みを頂いた方で当日ご欠席の場合は、前日までにご連絡ください。 

※ご記入頂きました個人情報は、当研修会の運営、管理及びＤＶＤの販売、アフターフォローのため使用いたします。それ以外の目的には使用いたしません。 

【お問い合わせ先】中小企業福祉事業団 事業部 ℡：03-5806-0298 Mail：info@chukidan-jp.com   ※研修会 FB 運営中!  

『農業における労務管理のポイント』 

主な講義項目  

１．労働・労務管理としての農業の特徴 

・農業労働の特殊性と多様な働き手 
・農業の労務管理の特徴 

２．農業での社労士の関わり方 
・農業で今求められている社労士の仕事とは 
・農業で仕事をしていくうえで知っておきたいこと 

中企団定期研修会  無料参加・ＤＶＤ販売のご案内 

農業経営構造の変化に伴い雇用は拡大し、その労務管理が大きな課題となっています。すなわち、従来の家族労働
中心の経営から、法人化や規模拡大、六次産業化等によって、地域農業の中核となる農業経営にあっては多くの雇用
労働力を必要としており、これらの従業員の労務管理は、一般企業並み、あるいはそれ以上に複雑・多様化してきて
います。従来の慣習や「カン」に加えて、農業の特殊性に配慮しつつ、より近代的な労務管理を行う必要があり、    
とくに、法人経営にあっては、労働・社会保険制度への加入が義務づけられており、これらの制度等を踏まえた合理
的な労務管理システムが模索されています。 
今回の研修では、これら農業労働の特殊性を踏まえたうえで、農業経営体の労務管理を指導するために必要と思わ

れる基本的な知識を具体的な事例等をまじえ、ポイントを絞って解説いたします。是非ご参加ください。 

ここだけアバウトすぎるので、 

「何の支援か」をもう少し 

具体的に入れた方が良い。 

中企団定期研修会 
11 月開催分 

無料参加のご案内 
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